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静岡県立浜名高等学校

外国にルーツをもつ生徒の現状と
その対応について
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①はじめに

平成24 平成25 平成26 平成27 平成28 平成29 平成30 令和元 令和２ 令和３

外国籍 13 14 18 31 30 25 29 36 46 50

日本国籍 77 70 74 72 62 63 53 56 53 51
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②生徒の実態

在日期間

日本で生まれ育った⇔来日して２年未満

保護者の言語能力

保護者の母語が日本語⇔日本語はできない

本人の資質

興味関心、意欲、性格
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③日本語能力の把握
前所属からの情報

作文・漢字・聴解・読解

担任の面談

情報の共有

教科指導、生活指導へ
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④学習支援

●静岡県公立高等学校外国人生徒支援事業（静岡県教育委員会）

●教科学習での対応

英語、国語、数学での少人数（15人程度）授業

プリントへのルビ振り、やさしい日本語の利用

●静岡県高等学校定時制生徒支援事業（静岡県教育委員会）

●教育課程上の位置づけ、入学選抜時の特別枠 → なし
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⑤進路サポート

●進路講話（商工会との連携）

外国人労働者も雇っている事業所

講師として外国籍の社会人を招く

●外国人生徒みらいサポート事業（静岡県教育委員会）

●浜松市高校生就職支援セミナー（浜松市）

●高校生就職マッチング事業（静岡県教育委員会）
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⑤進路意識

保護者、コミュニティ

本人の意識

出遅れ、個別対応

労働形態に影響
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⑥多文化共生

日本人

外国ルーツ

外国ルーツ

日本人
きょうだい
親族が多い
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⑦地域との連携

浜名高校

行政

フィリピノ

ナガイサ
商工会

保護者対応 日本語支援

カウンセリング 教員への講義

外国語支援員
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⑧おわりに

多様な能力・資質への対応

支援策の効果的な活用
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課題

現状

良好な出席状況（８１％）

浜名高校への満足度（９６％）

展望

有効な日本語教育のための体制づくり

多文化共生、個の尊重の推進
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